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曹洞宗萬年山長楽寺
　曹洞宗萬年山長楽寺は、福島城下の寺院の中で
唯一福島城内にある寺である。そもそもその創建
は、上杉景勝が伊達政宗との決戦に備えて、守
山城代であった本庄繁長を呼び寄せた慶長５年
（1600）である。
　本庄家の家紋“五七の桐”が彫られた山門を入
ると、左手に戊辰戦争時に奥羽鎮撫総督府軍事局
が置かれた本堂があり、その左奧には本庄繁長を
祀る八幡神社が見える。右手には“児童福祉の
母”“日本のナイチンゲール”などとも称される
瓜生イワの坐像があり、その手前、山門から右手
の塀に沿って六地蔵が立ち並ぶ。
　その奧に、浅草屋宇一郎・イシ夫妻の墓がある。

“浅草屋宇一郎”紹介
　浅草屋宇一郎、とは何者なのだろうか。
　『福島県史　第22巻　人物編』によると、文政
２年（1819）生まれ、明治25年（1892）没。宮城
県大河原出身。参考図書として『福島市誌』と
『福島百年の人びと』があげられ、次のように紹
介されている。

　「福島地方の目明し。博徒の親分でもあり、縄
張りは宮城県の大河原まで及んでいる。戊辰戦争
の時、奥羽各藩から憎悪されていた西軍の参謀世
良修蔵を福島の金沢屋に手引きして遠藤条之助・
鈴木六太郎らにとりおさえさせた。」
　簡単ではあるが、要を得ているとはいえない紹
介文である。

守谷 早苗（もりや　さなえ）

福島市史編纂室

第８回　目明し浅草屋宇一郎と
　　　　幕末の福島城下
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浅草屋宇一郎肖像画
油彩（福島市長楽寺蔵）
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　昭和17年に福島市が発行した『福島市誌』では、
世良修蔵暗殺のところで、浅草屋宇一郎が書かれ
ている。数行なので引用すると
　「瀬上主膳姉

（ママ）

羽市之進等は福島の代官富田善平
に世良の動静を謀知せん事を要請した依って善
平は目明職（現時の憲兵巡査の類）金助、同業
浅
（ママ）

倉宇一郎（北町五十五番地）に探らしめた。福
島藩遠藤條之助、鈴木六太郎、仙台藩田邊蘭吉、
赤坂幸太夫等金助宇一郎と夜半金澤楼を囲む世良
楼妓を擁して絃歌外道に溺る時を計りて一味世良
の室に侵入した…」
　『福島百年の人びと』では、世良修蔵暗殺事件
で宇一郎が手引きをしたとし、次に「二足のワラ
ジの浅草屋」の小見出しで次のように紹介してい
る。「この中で活躍している浅草屋宇一郎は、福
島地方の目明しとして名を知られていた。浅草屋
そのものは旅館兼遊女屋。宇一郎はバク徒の親分
で、ナワ張りは福島から宮城県の大河原あたりま
であったという。そのうえ福島藩から十手を預
かっていたので、いわゆる“二足のワラジ”であ
る。このころ県下の各藩とも、訴訟や断獄を行う
町奉行の下に、目明しを置いて犯罪者探索などの
仕事をさせていたが、目明しの多くは、宇一郎の
ように二足のワラジ組だった。」
　これらをまとめてみると、浅草屋宇一郎は、世
良修蔵暗殺に関わったこと、目明しであり、旅館
業を営んでいたこと、福島から大河原までを縄張
りとする博徒の親分だったことなどが共通項のよ
うである。浅草屋宇一郎に関する資料は非常に限
られている。その限られた資料を整理して、浅草
屋宇一郎の実像に迫ってみよう。

博徒の親分から目明かしへ　
　浅草屋宇一郎が福島に来る以前の経歴は、資料
的には追いかけることができない。
　『浅草宇一郎小伝』（庄司重男著、昭和46年、大
河原郷土史研究会発行）でも「現在八十歳前後の
老人たちが、親から聞いた、という話によると」
という伝聞資料である。その地元に伝わる話によ
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ると、宇一郎の家は大河原の在来者ではなく、宇
一郎の数代前に大河原の有力者村上家に逗留し、
やがて大河原の人となり、代々浅草姓を名乗って
いたという。そして宇一郎本人は「博徒の親分」
だったという。
　小伝は続ける。ある年の７月21日、大河原の上
町観音様の例祭の日、宇一郎は賭場を開いていた
が、負けが込んでいた旅人風体の男が匕

あいくち

首を抜い
て暴れたので、宇一郎は取り押さえようとして脇
差しを抜き渡り合っていたところ、相手を刺して
しまい、逃亡を決意し、世闇にまぎれて逃亡して
しまった、という。

安政の大獄、八郎逮捕
　浅草屋宇一郎が資料のうえではっきりと確認で
きるのは、安政５年（1859）12月に行われた金原
田八郎の逮捕の資料『松園公御伝記』勢多家文書
である。
　「此の年冬、江戸町奉行石見因幡守命令に依り、
御用使両人福島表え罷り下り、掛かり役え面会の
上、内密談示たき筋これ有る旨、御代官役山岸一
之助出役面会の所、談判の趣旨左の通り。
　この度京都表江府にて公卿方家士及び儒者浪人
水府（水戸）の臣安島帯刀（水戸藩家老）等始め
多人数召し捕らえ相成り、尚右に関係ある者共
追々召し捕らえの処、長谷川速水父子、太宰清右
衛門、金原田村八郎等、当地え潜伏致し居り候趣
に付、召し捕らえ候様、石見因州命に依り候。我
等罷り下り乃ち福島町見廻り役浅草宇一郎一手の
者借り受けたく、右の者召し捕らえ候上は、ひと
まず借牢差入れたき旨談示有り。これ十月二十七
日夕、直ちに伊達郡金原田に至り八郎召し捕らえ、
太宰清右衛門は所在相わからずして福島え立ち戻
り、下屋牢屋え八郎入牢す。…（中略）…御料私
領の差別に拘わらず、福島藩手を持って踏み込み、
召し捕らえくれ候様頼談あり。八郎一応吟味のう
え、丸駕籠に入れ引き連れ江戸え帰る。」
　ここでの「八郎」とは、金原田村（伊達市保原
町金原田）の名主も勤めた菅野八郎で、彼は正義
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　先の資料では、江戸町奉行石見因幡守の命を受
けた二人の御用使が福島に来て、福島藩代官山岸
一之助に面談し、菅野八郎の逮捕のため、目明し
の浅草屋宇一郎を借りたいこと、逮捕の上は一時
的に福島藩の牢屋に入れたい旨のお願いをし、浅
草屋宇一郎を同道し、菅野八郎逮捕を行ったこと、
そして一時的に入牢させ、取調べの上、駕籠に入
れて江戸へ連行したことなどが書かれてある。
　安政の大獄の最末端に連座した菅野八郎は翌安
政６年10月遠島を申し付けられ、八丈島へ流され
ている。この菅野八郎の逮捕劇に江戸から捕り物
役が出張っているが、その逮捕に一役買ったのが
浅草屋宇一郎であったことは驚きであると同時に、
幕末の政治史の中で福島城下も関わっていたこと
もまた驚きである。
※�安政の大獄：1858～59年に行われた政治弾圧。主とし

て井伊直弼の専制に反対する親藩・外様大名・志士ら

を処断、連座100余人に及び、吉田松陰・橋本左内ら

が刑死した。

信達世直し一揆と浅草屋宇一郎
　慶応２年（1866）、信達地方（信夫郡と伊達郡）
で大規模な世直し一揆が起こった。「わらだ廻状」
（首謀者がわからないように円形に参加を呼びか
ける村名を書いた廻状）が回覧され、米価と諸物
価の引き下げ、新たな生糸税の廃止を求めて、こ
の地域のほとんどすべての村が参加した打ちこわ
しを伴う激しい世直し一揆であった。６月15日未
明に箱崎村愛宕神社の鐘を合図に始まった一揆は
またたくまに信達の村々に広がり、あちこちで打
ちこわしが起こった。打ちこわしの対象となった
のは、①新税提唱者２名、②名主、③質屋、④酒
屋・穀屋、⑤検断、⑥目明し、⑦桑折代官所の牢
屋などであった。『信達慶応騒擾実記』に、19日
未明より繰り出した百姓たちが福島城下に押し入
り、打ちこわした家々が書かれている。書き出し
てみると、光白屋佐次郎・油屋藤兵衛・穀屋吉兵
衛・米沢屋八十八・五島屋久太郎・絹屋藤次郎・
信夫屋又四郎・古関屋専次郎・目明し　浅草屋宇
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心・好奇心の旺盛な男で、ペリー来航の時には海
防策の必要性を感じ、嘉永７年（1854）江戸に出
て老中阿部正弘に駕籠訴を行い、それがもとで安
政の大獄に連座し、上記の捕縛劇となるのである。
なお、慶応２年（1866）の信達世直し一揆では、
その首謀者と見なされ、江戸のかわら版では「世
直し大明神」と紹介されている。

菅野八郎が描いたペリー総督の顔
（菅野隆雄家文書１「あめの夜の夢咄し」：福島県歴史資料館蔵）
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一郎・同（目明）同隠居・客自軒・玉柳屋与作・
渡辺十郎・根本又四郎・佐原十右衛門・橘屋喜兵
衛・小関林兵衛と19軒が書かれている。世直し一
揆で、村の上層農民や町場の質屋・酒屋・穀屋が
襲われるのは理解できるとして、なぜ目明しが打
ちこわしの対象になったのであろうか。

目明しとは
　『国史大辞典』によれば、目明しとは「江戸時代、
公的な捜査機関のもとで、その手先となって探索
を助け、ときには吟味の一端を担った」者である。
つまり、警察権力の最末端の民間人で、犯人の探
索や逮捕時に現場で実行する役を担った。職業で
あるが、無給である。そのため生計を維持するた
めに、庶民の扮装に介入して金銭を強要したり、
示談に立ち会って金銭を強要したり、また職務上
知りえた情報をもとに対象の庶民を揺すったりす
る目明しも存在した。自宅で賭場を開帳する者も
あり、やくざとの二足のわらじを履いた者もいた。
　では、なぜ幕府は勿論、各藩も自前の警察権力
を持ちながら、民間人を目明しに任命したのだろ
うか。
　江戸時代の“藩”は独立国である。それゆえ、
アメリカの州警察が州を越えての犯人逮捕権がな
かったように、日本においても、特に信達地方は
幕領・大名領が入り混じっており、公権力による
犯人逮捕が難しかったこともあり、捜査・逮捕な
どにおいては浅草屋宇一郎のような目明しの存在
が重宝だった。
　重宝だったが故に、反権力闘争などにおいては
権力側の最前線に立つ場面が多く、民衆からすれ
ば「権力の手先」として忌み嫌われる存在だった
のである。
　また、上述のとおり目明しは無給だったので、
生活を支える生業が必要であった。多くの場合、
職業上知りえた情報により商店・旅館等城下町で
商売をしているものを揺すったり、たかったりす
ることが多く、民衆に怨まれる存在でもあったの
である。

　もっとも、浅草屋宇一郎は、福島城下北南町
（現北町、明治病院の場所）で旅館業を営んでおり、
基本的に生業を持った目明しであり、裏の商売を
していたかどうかは資料的には追いかけられない。

慶応４年閏４月20日
　慶応４年閏４月19日、仙台・米沢両藩主は会津
征討のために詰めていた諸攻口の兵を解くと奥羽
鎮撫九条総督に通告し、仙台藩瀬上主膳は、会津
征討のため土湯口に詰めていた仙台藩兵を福島城
下へ引き揚げた。これまで会津藩謝罪降伏歎願の
交渉をしていた仙台・米沢両藩が、路線を維新政
府軍との戦い路線へと転換したのである。
　同じ頃、白河城から福島に戻った奥羽鎮撫総督
参謀長州藩世良修蔵は、軍事局（長楽寺）に詰め
ていた福島藩士鈴木六太郎（近習頭140石）を呼
び出し、鈴木は杉沢覚右衛門・沿道条太郎を連れ、
世良の宿泊宿金沢屋へ向かった。そこで世良は鈴
木らに、秋田に詰めている参謀薩摩藩大山格之助
宛の密書を届けるように依頼した。引き受けた鈴
木らが、金沢屋を出ようとした時、二階から呼ぶ
声があり、上がっていくと仙台藩士姉歯武之進ら
が居り、世良を捕らえることを告げられ協力を依
頼された。そして、世良の捕縛に当たっては、福
島見廻り役浅草屋宇一郎を借りたいとの依頼が
あった。鈴木らは、それは我々が了解することで
はない、と返答したため、姉歯は宇一郎に直接依
頼したが、宇一郎は「私は福島藩に仕える身であ
り、他藩の命で動くことはない。」と拒否したと
『板倉家御歴代略記』にはある。
　そうこうするうちに日付はかわり、閏４月20日
未明となり、仙台藩士姉歯たちは、福島藩士鈴木
六太郎等及び浅草屋宇一郎の手下たちと世良修蔵
捕縛、暗殺を決行する。

宇一郎義侠之事
　首実検のために首級は白石に運ばれ、世良の遺
体は胴体のみが河原に取り残されたが、その後に
ついて『板倉家御歴代略記』では、「富田善平義
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心浅草宇一郎義侠之事」の小見出しを付けて次の
ように叙述している。
　宇一郎は福島藩代官冨田善平宅へ行き、世良暗
殺事件を報告し、世良の遺体の措置について相談。
そして宇一郎は近くの曹洞宗龍鳳寺に行き、住職
に寺の墓地に埋葬してほしい旨を依頼したが、当
時龍鳳寺には仙台藩兵が多数宿陣しており、それ
が発覚したら拙僧の身が危ないからと拒否された
とある。このことについては、「参謀世良修蔵氏
外五名枉死之概略」（福島市史資料叢書第102輯
沿道元男家文書所収）に次のように記してある。
「世良氏死骸はこの時板倉藩見廻り役浅草宇一郎
なる者は腰浜村龍鳳寺へ埋葬したく、同藩代官冨
田善平等と密かに計り、同寺に相談したところ、
その頃仙台藩兵が同寺に宿陣中であったため和尚
が拒絶し、やむを得ず河原にそのまま埋めておい
たところ、騒擾中でまぎれてしまい洪水のため流
失したという」（原文は片仮名交じり漢字文）。
　世良が暗殺された閏４月、世良が宿泊していた
北南町（現北町）の金沢屋の主人斎藤浅之助は、
桑折町の無能寺に世良の菩提のため、施餓鬼料５

両を寄附している。そして同年６月、浅草宇一郎
もまた無能寺に金３両を月牌料として寄附してお
り、その資料が残っている。
一、浅草宇一郎ヨリ無能寺へ寄附ノ証左ノ如シ。
　　　　印証
　　一、金三両
　右月牌料御寄附鴻志ノ至、慥ニ令寺納之畢。
　以来常行念仏勤修怠廃専念者
　消災亡者離苦起生浄回願畢。依而
　為証如件。
　　慶応四辰年六月　無能寺印
　　　　義岳光栄居士　　　松野喜助
　　　義徳院英山雄心居士　世良修蔵
　　　　義善操真居士　　　勝見善太郎
　　　　　　　　福島　浅草宇一郎殿
　博打打ちであった宇一郎は故郷大河原を捨てて
福島城下に住み着き、この事件では仙台藩からの
依頼を「他藩の命により動くことはない」と言い
放ち、事件後は世良の菩提をことに奔走してい
る。このことは、大河原から福島への逃避行の経
緯が関係しているのだろうか。『浅草宇一郎小伝』
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明治14年の巡幸の時に随行者が宿泊した旅館
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によると、宇一郎は捨てた大河原に戻ることはな
かったとあり、また地元では「宇一郎さん、福島
でエラク出世して、目明し親分になったつう話し
だと－」と語り継がれたという。

明治時代の浅草屋宇一郎
　明治維新以後の宇一郎に関する資料は少ない。
ただ、北町の旅館の主人として“浅草屋宇一郎”
の名前が出て来る。
　明治14年春、福島町は大火に見舞われた。俗に
言う“甚兵衛火事”である。柳町から出火した火
事は折からの風に煽られて、奥州街道沿いに北上
し、上町まで焼き尽くし、火はそこから東向せず
にまだ北上して今の新浜公園あたりまで舐め尽く
した。
　この年に明治天皇の東北・北海道巡幸があり、
８月、福島町の医学校を行在所としたが、随行者
たちの宿泊所となった北町の旅館街は甚兵衛火事
から免れていた。前ページ図は、この時随行者た
ちの宿舎となった旅館の地図であるが、北町のほ
ぼ中頃に浅草屋宇一郎の名前が見える。現在の明
治病院の場所にあたる。氏名の右肩に「第２号」
とある。この数字は、随行者のうち、高官から順
次付けられていく。第１号が岡崎悦治、新布袋屋
である。第３号は櫻井忠助、立花屋旅館、第４号
は岡崎太左衛門、小布袋屋である。当時の宿舎割
から各旅館に宿泊した政府高官名を見ると、第１
号の新布袋屋には左大臣有栖川宮熾仁親王、第２
号浅草屋には北白川二品親王、第３号立花屋には
大隈重信参議、第４号小布袋屋には大木喬任参議
となっている。浅草屋の格式が高かったことがわ
かる。

浅草屋宇一郎の行く末は
　福島市史編纂室に一枚の史料がある。前半部分
が欠落しているが、明治17年（1884）の史料であ
る。次のような記載がある。
　「…（前欠）…相掛ケ申す間敷候。依而証書く
だんの如し。

　明治十七年三月廿四日
　　　　信夫郡福島町借用人
　　　　　　　　　浅草宇一郎
　　　　同郡黒岩村　引受証人
　　　　　　　　　森谷岩松
　　　　同郡福島町　引受証人
　　　　　　　　　大内修平
　信夫郡下鳥渡村　信夫銀行支店
　　　　佐久間善左衛門殿」
　浅草屋宇一郎が信夫銀行の佐久間善左衛門（福
島銀行頭取も勤めた）から借金をした時の史料で、
保証人に戊辰戦争の終末期に福島藩士内藤魯一ら
を二本松まで案内した森谷岩松と明治22年の条約
改正反対の建白書提出の時総代人を勤めた大内修
平（士族、当時福島町会議員）らがなっている。
何のための借金か不明であるが、保証人となった
二人からもこの当時の浅草屋宇一郎の福島町での
地位が想像できる。
　その後の浅草屋の消息は不明である。明治19年
作成の福島町地図にも同じ場所に浅草屋の名が見
えるが、これまでに見つかっている史料上、浅草
屋の所在がわかる資料はこれが最後である。
　冒頭に書いたが、市内舟場町長楽寺に浅草屋宇
一郎・イシ夫妻の墓がある。そして、大河原に、
もう一基宇一郎の墓がある。
　大河原町最勝院墓地。
　戒名「智剛院仁貫良義清居士」
　合掌

浅草屋宇一郎夫妻墓（右端は仙台藩烏組碑）
（長楽寺境内）


